
図書館学生サポーター 鶴我

「さくっと」とは？
興味のある分野について、さくさくと勉強が進むよう
に作成された調べ方ガイド（パスファインダー）です。
みなさんの学習支援を行う図書館学生サポーターが
作成しました。
ぜひ学習の際に参考にしてください。

ウクライナと
ロシア



1．はじめに

ロシアが2022年2月24日にウクライナに軍事侵攻を行い、今もなお戦争状態が続
いています。ウクライナに焦点を当て、これまでの歴史やロシアとの関係性を学
習することで、この戦争の経緯や現状を理解することができると感じます。
私たち理系は世界史を高校で選択していない人も多いため、基本的な歴史的事項
をはじめとした内容を取り上げ、今回の戦争についての考察を深める手助けがで
きたら良いのではと考えています。また、インターネット上には多くの情報が掲
載されています。適切に情報の取捨選択をするためにも、基礎知識が必要です。

2．ウクライナはどんな国？？

現在ウクライナはロシアに次いで、ヨーロッパ第二の広い国土を有しています。
ウクライナの国家語はウクライナ語であり、このことは1996年に採択された憲法
第10条に言明されています。2001年の国勢調査では、国民の67.5%がウクライナ
語を使用しており、その他ではロシア語が使用されています。
宗教はキリスト教です。様々な宗派が存在し、ウクライナ正教会が代表的なもの
としてあげられます。
ウクライナは将来的に欧州連合へ加盟したいと表明しています。

1986年に、チェルノブイリ原子力発電所が爆発炎上した事故がありました。2011
年の福島原発事故の約7倍の放射性物質の放出量であることから、事の重大さが
理解できると思います。ソビエト連邦の支配下にちょうどあり、事故の詳細は発
信されませんでした。

引用：https://www.travel-zentech.jp/world/map/Ukraine/Map_of_Ukraine_and_neighboring_countries.htm



3．ウクライナの歴史

ウクライナの歴史は1991年の独立まで、「主権国家」のない歴史として理解され
ています。
リトニア、ポーランドによる支配を経て、19世紀はウクライナ人のほとんどの居
住地域はロシア帝国及びハプスブルク帝国の支配下にありました。

1917年に帝政ロシアが崩壊すると、同じく1917年より、ソビエト・ウクライナ戦
争が勃発しました。これはロシア革命後に起こった紛争の一つで、ウクライナの
支配を巡ってソビエト派と傀儡政権ウクライナ社会主義ソビエト共和国の間で行
われました。ソビエト派が勝利し、1922年にウクライナ社会主義ソビエト共和国
はロシアが指導するソビエト連邦へ取り込まれました。ソビエト連邦が解体した
1991年、ウクライナは独立宣言を行いました。

4．ウクライナとロシアの近年の関係性

独立後も、ロシアはウクライナに介入しました。ウクライナはロシアからの支配
に反対して様々な取り組みを行いました。2004年には、ウクライナで政治の腐敗
とロシアの影響力に抗議するオレンジ革命が起きましたが、2014年には、ロシア
がクリミア半島を占拠し、併合しました。

ハプスブルク帝国
1867年から1918年までオーストリアとハンガリーが対等の2国家として連合
して構成した帝国。

ロシア革命
主に1917年に起きた二月革命と十月革命をまとめて呼ぶときの名称。ロシア
を300年にわたって支配してきたロマノフ朝が滅亡。指導者はレーニンで、
ソビエト社会主義共和国連邦が誕生。

オレンジ革命
2004年ウクライナ大統領選挙の結果に対しての抗議運動と、それに関する
政治運動などの一連の事件。当時ウクライナ第9代首相を務めていたヴィク
トル・ヤヌコーヴィチと、第7代首相を務めた経緯があるヴィクトル・ユシ
チェンコが一騎打ちで争う形となった。開票結果はヤヌコーヴィチが勝利
したが、ユシチェンコ支持勢はこれに不正が働いていたとして激しい抗議
活動を行った。



その後、ウクライナ東部のドネツク州とルガンスク州の一部を、親ロシア派勢力
が占拠しました。2015年に停戦協定「ミンスク合意」が成立し、ある程度は戦闘
が鎮静化したものの、現地では2021年末までに1万3000人以上が犠牲となってい
る状況です。
この背景には、ロシアがウクライナは同じルーツを持つ兄弟国だと認識している
こと、そしてウクライナのNATO（北大西洋条約機構）への加盟を防ぎたいことが
あげられます。NATOは、もともと東西冷戦時代にソビエトに対抗するために、ア
メリカなどがつくった軍事同盟です。
そして、現在の軍事侵攻につながっているのです。

最新情報が確認できるサイト

ウクライナ情勢,NHK,
https://www3.nhk.or.jp/news/special/ukraine/
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